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こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
、
直
江
春

三
前
次
長
が
新
設
の
県
内
水
面
試
験
場

長
と
し
て
栄
転
さ
れ
、
そ
の
あ
と
を
、

魚
類
部
長
を
兼
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の

身
に
は
荷
が
重
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
が
、

県
水
産
業
発
展
の
た
め
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
努
力
す
る
所
存
で
す
。
皆
憾

の
と
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
県
の
水
産
研
究
依
制
に
眼

を
転
ず
る
と
、
昭
和
五
六
年
度
は

一

つ
の
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
県
水
産
試
験
場
の
分
場
と

し
て
内
水
面
増
養
殖
研
究
の
一
部
を
担

当
し
て
き
た
相
坂
養
魚
場
が
、
装
い
も

新
た
に
県
内
水
面
水
産
試
験
場
と
し
て

独
立
発
足
し
ま
し
た
。
同
時
に
魚
病
指

導
総
合
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
、
内
水

面
の
研
究
指
導
俸
制
が
大
巾
に
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
階
上
町
に
三
年
が
か
り
で

建
設
さ
れ
て
い
た
県
栽
箔
漁
業
セ
ン
タ

ー
が
こ
の
四
月
か
ら
運
醤
を
開
始
し
、

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
種
苗
の
生
産
供
給
業
務
を

実
施
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
っ
て
、
当
所
に
お
け
る
ア
ワ
ビ
類

次

長

吉

岡

橋

コーセイ印刷

手日

夫

の
種
苗
生
産
業
務
は
、
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
当
所
に
お
い
て
は
、
新
試
験

船

「
な
つ
ど
ま
り
」
が
竣
工
し
、
去
る

三
月
二
三
日
に
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

F
R
P
製
二
四
・
九
六
ト
ン
、
定
員

一
O
名
、
各
種
の
調
査
機
器
を
装
備
し

た
新
鋭
船
で
、
陸
奥
湾
を
は
じ
め
、
外

海
沿
岸
海
域
で
の
増
養
殖
の
調
査

・
研

究
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
進
月
歩
す
る
種
苗
生
産
技

術
や
漁
業
者
の

ニ
l
ズ
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
研
究
施
設
の
整
備
拡
充
も
年

々
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

餌
料
培
養
室
の
拡
張
や
ボ
イ
ラ
ー
、
ア

ク
ア
ト
ロ
ン
の
更
新
に
よ
り
能
力
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
魚

類
の
量
産
試
験
室
と
測
定
塞
が
新
築
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
県
の
水
産
増
養
殖

関
係
の
研
究
体
制
と
施
設
が
着
々
と
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設

を
存
分
に
活
用
し
、
結
果
を
業
界
に
反

影
さ
せ
て
い
く
の
が
、
我
々
水
産
研
究

者
に
諜
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
り
、
心
を

新
た
に
し
て
、
一

層
の
努
力
が
必
要
で

あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
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最
近
の
水
産
を
と
り
ま
く
厳
し
い
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は

今
年
度
三
種
類
の
新
規
事
業
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
ま
き
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

生
産
回
復
を
は
か
る
だ
め
の
研
究

陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
が
崩
援

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
異
常

へ
い
死
も
、
篭
養
殖
に
つ
い
て
は
、
適

正
収
容
量
と
適
正
養
殖
管
理
を
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
立
ち
な
お
り
が
進
ん
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
「
地
ま
き
」
は
依
然
と
し
て

低
迷
を
続
け
て
い
る
と
一言
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
コ
昨
年
軟
に
五
四
年
産
地
ま
き

買
を
全
湾
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
時
点
で
も
す
で
に
異
常
貝
の
出
現

率
と
へ
い
死
率
の
合
計
が
五

O
%
を
越

え
て
い
る
組
合
が
半
数
も
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
の
両
翼

を
担
う
「
地
ま
き
」
の
生
産
回
復
を
は

か
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
て
、
こ
れ
の

成
果
が
み
ら
れ
た
時
に
は
じ
め
て
安
定

し
た
生
産
体
系
が
確
立
さ
れ
る
も
の
と
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ほ

た

貝

部

て

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
国
の
助
成
を
得
て
今

年
度
の
新
規
事
業
の
一
つ
と
し
て
、「地

ま
き
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
産
同
復
を
は
か

る
た
め
の
研
究
」
(
民
類
漁
場
の
形
成
条

件
、
適
正
利
用
に
関
す
る
研
究
)
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は

主
地
ま
き
の
大
規
模
な
実
証
試
験
を
実

施
す
る
(
場
所
脇
野
沢
)。

@
地
ま
き
漁
場
の
生
産
性
を
評
価
す
る
。

③
地
ま
き
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
。

(
場
所
②
③
と
も
全
湾
対
象
)

を
主
な
項
目
と
し
て
お
り
、
二
一ヶ
年

計
画
で
お
こ
な
い
ま
す
。

「
地
ま
き
」
の
生
産
同
復
を
は
か
る

に
は
、
健
苗
づ
く
り
、
適
地
適
正
放
流
、

漁
場
管
理
が
必
須
三
条
件
と
い
え
ま
す
。

吋
直
セ
ン
タ
ペ

J
野
辺
地
、
蓬
田

で
も
地
ま
き
試
験
を
お
こ
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
ス
タ
ー
ト
す
る
大

規
模
実
証
試
験
に
よ
っ
て
陸
奥
湾
の
「
地

ま
き
」
の
依
系
化
の
完
成
を
め
ざ
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ウ
二
増
養
殖
試
験

ワ
ニ
は
コ
ン
ブ

・
ア
ワ
ヒ
と
並
ん
で

重
要
な
機
根
資
源
で
あ
る
が
、
最
近
で

は
価
格
の
上
昇
等
で
漁
獲
金
額
で
は
コ

ン
ブ

・
ア
ワ
ヒ
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ワ
ニ
に
関
す
る
調
査
研
究
は
昭
和

四
六
年
度
か
ら
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
ワ
ニ
漁
業
の
実
態
調
査
、
ワ
ニ
の

生
態
(
成
長

・
食
性

・
移
動
)
に
関
す

る
研
究
、
ワ
ニ
の
移
殖
効
果
調
査
や
ワ

ニ
の
資
源
に
つ
い
て
の
調
査
等
纂
礎
的

な
調
査
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
乙
こ

れ
ら
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
海
藻
類
増

養
殖
試
験
の
中
の

一
項
目
と
し
て
行
な

わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
重
要
性
を
考
え

て
今
年
度
か
ら
は
新
た
に
ワ
ニ
増
養
殖

試
験
と
し
て
独
立
さ
せ
、
ワ
ニ
天
然
採

苗
試
験
や
未
利
用
ワ
ニ
の
資
源

・
生
態

調
査
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ワ
ニ
の
増
殖
対
策
と
し

て
は
、

県
内
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る

移
殖
事
業
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

餌
料
還
の
乏
し
い
沖
合
い
に
生
吋

;毎

草

る
、
い
わ
ゆ
る
空
ワ
ニ
(
身
入
り
が
悪

く
商
品
価
値
の
な
い
ワ
一
一
)
を
餌
料
海

藻
の
豊
富
な
場
所
へ
移
殖
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
身
入
り
を
増
大
さ
せ
、
漁
獲
す

る
も
の
で
あ
る
3

い
ま
の
所
、
移
殖
量
や
移
殖

に
よ
る
生
産
量
に
つ
い
て
の
資

料
は
少
な
い
が
、
下
北
郡
佐
井

村
漁
協
の
例
で
は
、
年
間
約

一

ぺ
)i
四

οト
ン
の
空
ワ
ニ
の
移

植
を
行
な
っ
て
お
り
、
年
間
の

ワ
ニ
漁
獲
高
が
約
一

O
Cト
ン

程
度
で
あ
る
事
か
ら
み
て
、
移

殖
に
よ
る
生
産
の
割
合
も
大
き

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
c

今
後
、
移
殖
事
業
が
盛
ん
に

な
る
と
移
殖
用
種
苗
の
需
要
が

掴
大
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
空
ウ
ニ
の
有
効
利
問
に
よ

る
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
は
、

空
ウ
ニ

資
源
の
実
態
を
知
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
空
ワ
ニ

調
査
ベ
空
ワ
ニ
の
生
態

・
資

部

源
の
補
充
状
況
や
資
源
量
に
つ
い
て
、
比

較
的
沖
合
い
(
水
深
四

0
1
一
O
O
m)

の
漁
場
で
調
査
を
行
な
う
。

ま
た
、
ワ
ニ
の
天
然
採
苗
に
よ
る
種

苗
確
保
を
検
討
す
る
た
め
、
天
然
採
苗

試
験
を
行
な
う
が
、
こ
れ
は
ワ
ニ
の
ラ

l
パ
(
浮
僻
幼
生
)
の
出
現
時
期
や
出

現
量
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
ア
ワ
ビ

の
人
工
採
苗
等
で
使
用
さ
れ
て
い
る
塩

ビ
の
波
仮
を
組
合
わ
せ
た
採
百
器
を
設

置
し
、
設
置
時
期
や
設
置
水
深
と
ワ
ニ

の
付
着
状
況
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
を

行
な
う
も
の
で
あ
る
。
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滑

援

金

額

昭和叫 枯 崎 47 48 時 開 51 5253(年)

青森県における過去 10年間のウ二、コンブ、アワビ，魚獲金額の推移(県統計)



(
 

サ
ザ
工
種
苗
生
産
試
験

青森県水産増殖センターだより第12号

サ
ザ
エ
は
、
暖
流
域
沿
岸
の
岩
礁
に

生
息
す
る
巻
員
の
一
種
で
、
分
類
上
は

腹
足
綱
り
ゅ
う
て
ん
斜
に
属
す
る
。
日

本
に
お
け
る
分
布
は
、
南
は
奄
美
大
島

か
ら
、
日
本
海
側
は
青
森
県
、
北
海
道

の
一
部
ま
で
、
太
平
洋
側
は
茨
城
県
ま

で
で
、
福
島
県
以
北
に
は
サ
ザ
エ
の
分

布
を
見
な
い
。

本
県
で
は
日
本
海
、
津
軽
海
峡
で
漁

獲
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
五
四
年
度
の
漁

獲
量
は

一一

一0
ト
ン
で
あ
る
。
磯
恨
資

源
に
依
存
し
て
い
る
漁
業
者
に
と
っ
て

は
ア
ワ
ビ
同
様
重
要
な
漁
業
対
象
種
で

あ
り
、
沿
岸
海
産
物
と
し
て
そ
の
地
位

を
高
め
つ
つ
あ
る
。

青
森
県
の
サ
ザ
エ
の
年
令
と
殻
高
の

関
係
は
、

一
年
で
一一
五
ミ
リ
、

二
年
で

三
八
ミ
リ
、
一二
年
で
五

0
ミ
リ
、
四
年

で
六
五
ミ
リ
、
五
年
で
七

0
ミ
リ
に
成

長
す
る
(
探
浦
産
)
。
産
卵
期
は
八
月
か

ら
九
月
で
あ
り
、
同
年
以
上
の
貝
は
産

卵
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

サ
ザ
エ
母
貝
の
産
卵
誘
発
ト刀
法
は
、

什
温
度
刺
激
法
、
け
干
出
刺
激
法
、
円

紫
外
線
照
射
海
水
法
な
ど
あ
る
が
、
産

卵
誘
発
を
実
施
す
る
前
提
と
し
て
、
母

貝
が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
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重責

音日

る
。
し
か
し
、
サ
ザ
エ
は
形
態
上
、
外

観
か
ら
生
殖
巣
の
成
熟
状
態
を
判
別
で

き
な
い
。
そ
れ
故
、
産
卵
誘
発
実
施
時

に
、
成
熟
個
体
の
み
を
選
別
で
き
な
い

欠
点
が
あ
り
、
計
画
的
に
多
量
の
良
民

卵
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

サ
ザ
エ
の
水
糟
内
に
お
け
る
産
卵
行

動
は
、
水
構
底
部
か
ら
水
僧
壁
面
を
は

い
上
り
、
水
面
近
く
か
水
面
上
に
体
を

半
分
程
度
露
山
さ
せ
、
軟
体
部
を
収
縮

さ
せ
て
放
卵
、
放
精
す
る
ケ
l
ス
が
多

く
観
察
さ
れ
て
お
り
、

一
個
体
の
産
卵

数
は
数
十
万
粒
で
あ
る
。

サ
ザ
エ
の
増
精
彩
」
図
る
方
法
と
し
て
、

資
源
の
維
持
層
大
を
凶
る
た
め
の
移
殖

放
流
、
各
種
の
石
材
等
に
よ
る
築
機
事

業
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
増
殖
手
段

と
人
工
採
苗
貝
の
放
流
を
組
合
せ
て
、

よ
り
効
果
的
な
増
殖
を
図
る
考
え
か
ら

本
年
度
よ
り
サ
ザ
エ
種
苗
生
産
試
験
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
年
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産
は

急
速
な
発
展
を
と
げ
技
術
的
に
確
立
さ

れ
つ
つ
あ
る
が
、
近
縁
種
で
あ
る
サ
ザ

エ
の
場
合
、
ま
だ
ま
だ
基
礎
知
識
の
蓄

積
が
少
な
く
、
増
殖
対
策
と
し
て
の
人

工
採
苗
貝
の
確
保
は
現
在
の
と
こ
ろ
閤

難
な
状
態
に
あ
る
。

本
県
日
本
海
で
は
五
、
六
年
前
か
ら

刺
網
漁
業
と
い
う
効
率
の
良
い
漁
法
で

漁
獲
さ
れ
て
お
り
、
採
補
さ
れ
る
サ
ザ

エ
は
年
間
百
万
個
程
度
あ
る
こ
と
も
あ

戸画、!

っ
て
、
「
は
サ
イ
ズ
の
小
型
化
が
漁

業
者
の
川
で
話
題
に
な
る
よ
う
に
な
っ

た
。
サ
ザ
エ
資
源
に
注
意
信
坊
が
出
て

き
た
こ
と
で
も
あ
り
、
増
殖
対
策
を
急

が
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
が
迫
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
ま
ず
、
良
質
の
受
精
卵
を

多
量
に
取
る
こ
と
を
目
的
に
、
母
貝
成

熟
促
進
試
験
と
産
卵
誘
発
試
験
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

各
部
の
人
員
配
置
と
担
当
業
務

務

室

4
甲

f

晶

室

長

電

叫

葛

西

直

和

馬
齢
を
重
ね
五

O
年
、
未
知
の
世
界

に
つ
い
て
は
人
一
倍
興
味
を
持
つ
。

精
神
年
令
は
叶
代
、
ア
ル
コ
ー
ル
は

か
ら
っ
き
し
駄
目
。

総
務

・
予
算
編
成

・
出
納
業
務

町
一
、J
総
括
王
任

d
E
E
E
4

田

沢

光

也

経
理
を

一
手
に
引
受
け
阿
修
羅
の
如

く
仕
事
を
て
き
ぱ
き
と
片
付
け
て
行

く
ベ
テ
ラ
ン
。
疲
労
回
復
と
ス
ト
レ

ス
解
消
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
一
番
の

由
、
酒
量
も
適
当
に
。

総
務

・
予
算
執
行

・
物
品
経
理

主

任東

武

平

今
春
四
月
税
務
畑
か
ら
華
麗
な
る
転

身
。
趣
味
昼
寝
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
人

並
?
白
日
夢
で
楽
し
む
か
。

給
与

・
福
利
厚
生

・
公
有
財
産
管

理

-
開

一

「

}
技
能
主
事

a
a
y
hd、
田

中

美

代

子

総
括
主
任
の
事
務
補
助
と
し
て
大
い

に
力
あ
り
。
今
秋
華
燭
の
典
を
挙
げ

東
京
在
住
と
な
る
予
定
。

旅
費
事
務

‘
 
.. ，VP4

・
F

幽閉

;
一
ぷ

技

能
技
師

，F、
品、

斉

藤

忠

良

当
セ
ン
タ
ー
勤
務
十
年
、
寡
黙
で
は

あ
る
が
、

一日
一ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と

他
の
追
従
を
許
さ
な
い
安
全
運
転
者
。

セ
ド
リ
ッ
ク
運
転

技
能
技
師

盛

善

道

今
春
四
月
畜
産
試
験
場
よ
り
配
置
換
。

こ
れ
ま
で
は
主
と
し
て
養
豚
斜
に
い

て
仔
豚
、
親
豚
の
面
倒
を
み
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
専
ら
職
員
尊
用
と

な
る
。
畜
産
試
で
培
っ
た
気
持
を
大

切
に
働
く
こ
と
を
厭
わ
な
い
人
柄
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転

よ
お
や
く
北
国
に
も
春
が
訪
れ
、
桜

も
ち
ら
ほ
ら
咲
き
だ
し
て
き
た
。
毎

年
の
こ
と
だ
が
生
物
は
新
陳
代
謝
を

繰
り
返
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
我
々

職
員
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
古

顔
の
諸
先
輩
が
去
り
若
い
新
人
が
入

っ
て
く
る
と
、
我
々
も
古
い
部
類
に
入

っ
て
来
た
な
と
感
ず
る
。
新
し
い
皮

袋
に
は
新
し
い
潤
を
盛
り
盃
を
酌
み

交
わ
し
希
望
に
あ
ふ
れ
た
若
人
達
の

前
途
を
祝
い
、
春
を
旺
歎
し
よ
う
で

は
な
い
か
。
と
か
く
古
く
な
る
と
皮

裏
春
秩
の
人
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

も
っ
て
銘
す
べ
し
。
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h--・'I
、，

・・
ヲ-
v

妓

師

(
新
採
用
)

.
剛
一
一
ニ
，
場

干な
つ
ど
ま
り

船

長
奈

良

な
つ
ど
ま
り

機
関
長
白

取

克文勝八

郎

竹
次
郎

ふ

H
b
r
、F
な
つ
ど
ま
り
二
等
航
海
士

士
一
〕

曲曹
白
鳥
丸
船
長

v
・

隔

浜

田

勝

m
b
 

な
つ
ど
ま
り
・

白
鳥
丸

甲
板
員
吹

越

弘

成正

漁
場
部
で
は
、
生
産
の
山
崎
で
あ
る
陸

奥
湾
他
の
漁
場
環
反
や
一
旬
況
を
明
ら
か

に
し
て
、
そ
の
情
報
を
符
種
の
漁
業
、

世
相
養
殖
]
並
び
に
閉
山
刷
管
理
に
役
立
て
る

こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
ニ
さ

ら
に
「
な
つ
ど
ま
り
-
と
「
内
烏
丸

」

両
船
の
運
航

・
料
理
の
業
務
を
受
持
っ

て
い
ま
す
-

今
年
度
の
業
務
内
容
と
担
当
者
は
次

の
と
お
り
で
す
ζ

一
、
沿
岸
定
置
観
測

増
箔
セ
ン
タ
ー
前
の
防
波
足
先
で
表

層
水
の
水
温

・
比
重
と
一
気
象
を
し
町
日
午

前
九
時
に
観
測
し
ま
す
一、
今
年
で
卜
同

年
目
と
な
り
、
そ
の
観
測
デ
ー
タ
は
得

々
出
に
利
明
さ
れ
て
い
ま
す

(
高
林
技
師
他
)

二
、
浅
海
定
線
調
査

陸
奥
湾
内
の
六
定
以
を
似
月

-
同
調

五
円
船
で
水
探
肘
別
に
観
測
し
ま
す
一
観

測
項
目
は
水
温

・
塩
分

・
C
O
D
-熔

存
酸
素

・
透
明
度

・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

組
成

・
卯
削
刊
行
机
成
等
で
す
。
今
年
で

卜
年
目
と
な
り
さ
ら
に
重
安
度
が
加
わ

り
ま
し
た
。

量
十康雄雄

戸画、、 、

F室
奥
，湾
関

F由、発
調 (
査 永
昨
肢
日f1i

光

体
奥
湾
に
設
置
し
た

μ
つ
の
海
況
向

動
観
測
装
置
に
よ
る
何
時
周
年
観
測
が

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
館

・
久
一
架
坂

・
大
島

・
野
辺
地

・
川
内
仰
で
観
測
し

た
デ
!
タ
が
東
旧
沢
に
あ
る
中
継
聞
を

経
由
し
て
無
線
で
セ
ン
タ
ー
内
の
基
地

日
に
送
ら
れ
、
記
録
さ
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
観
測
項
同
は
水
温

・

担
分

・
宿
存
階
素
と
平
館
の
流
向
流
速

で
す
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
各
誌
験
研

究
に
利
則
す
る
外
、
東
奥
日
報
紙
上
に

褐
仕
賦
し
た
り
、
月
報
と
し
て
低
月
関
係

機
関
に
送
付
し
て
い
ま
す
今
後
よ
り

い
っ
そ
う
コ
ン
ヒ
ュ

l
タ
の
利
用
を
進

め
、
デ
ー
タ
の
集
計

・
解
析

・
広
報
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

(
二
一
冊
作
付
け
技
師
他
)

四
、
陸
奥
湾
海
況
月
報
の
発
行

陸
奥
湾
の
海
況
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
関
係
漁
協

・
機
関
に
川

縦
糸
一
提
供
す
る
目
的
で
的
め
ま
し
た

前
述
の
一

l
一ニ
で
得
た
デ
ー
タ
を
月
ご

と
に
防
相
理
し
、
平
年
と
の
比
較
な
ど
を

加
え
て
刷
況
を
胡
町
内
す
る
と
と
も
に
、

青
森
地
方
気
象
向
で
発
行
し
て
い
る
月

と
と
の
天
候
予
報
を
も
と
に
計
算
し
て

得
ら
れ
た
水
制
予
似
を
載
せ
て
い
ま
す
。

(
三
津
谷
肢
師
他
)

五
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
育
環
境
調
査

川
町
奥
問
中
央
以
で
は
海
底
上
の
一
併
存

酸
系
が
往
々
き
わ
め
て
低
下
す
る
利
下

(也

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
水
沈
の
観
測
と
形

成
安
因
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

ま
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
摂
餌
量
や
貝
ぷ
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
と
り
込
み
量
な
ど
の
算

山
の
基
礎
と
な
る
伊
水
量
一
の
研
究
を
行

な
い
ま
す
ご

(
永
峰
技
師

六
、
赤
潮
予
察
調
査

名
称
は
赤
間
で
も
、
貝

μ
と
そ
の
原

因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
つ
い
て
の
研
究
と

監
視
お
よ
び
的
報
の
提
供
を
行
な
い
、

日
高
問
題
に
対
処
し
ま
す

-
主
な
業
務

と
し
て
は
、
陸
奥
湾
二
定
点
で
の
民
高

問
、
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
出
現
状
況
、

水
温
、
担
分
な
ど
の
調
査
、
ま
た
原
因

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
活
史
に
関
連
し
て

は
津
料
泌
峡
か
ら
湾
奥
に
至
る
分
布
や

増
殖
状
況
の
周
年
調
斉
な
ど
で
す
c

得

ら
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
海
況
観
測

の
結
果
と
組
み
合
せ
貝
♂
発
生
の
予
測

に
役
立
て
ま
す
c

(
尾
坂
岐
師

七
、
貝
毒
発
生
原
因
調
査

亦
期
予
察
調
査
と
同
僚
、
貝
が
に
関

係
し
た
業
務
で
す
ご
東
北
大
学
と
共
同

で
い
川
成
分
の
研
究
や
分
析
方
法
の
開
発
、

ま
た
民
ぷ
の
蓄
的
と
排
出
試
験
を
通
し

て
が
化
の
し
く
み
等
を
研
究
し
ま
す
。

(
天
野
技
師
他
)

戸画、

ほ
た
て
貝
部

{也

{
陸
奥
遺
】

{也

日
主
任
研
究
員

、

田

中

俊
輔
他

O
地
ま
き
の
生
産
回
復
を
は
か
る
た

め
の
研
究

・
養
殖
モ
デ
ル
試
験

地
ま
き
研
究
は
実
証
試
験
、
漁
場
評

価
調
査
、
地
ま
き
実
態
調
査
を
主
な
内

容
と
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
新
し
く

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
(
脇
野
沢
お
よ
び
全

湾
)c

ま
た
縦
続
分
の
追
跡
調
査
も
お
こ

な
い
ま
す

(
蓬
田
)。

養
殖
モ
デ
ル
試
験
は
、
暖
流
の
影
響

が
強
い
海
域
で
も
成
貝
の
生
産
が
出
来

る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
の
試
験
で
、

五
五
年
に
開
始
し
て
お
り
今
年
度
で
最

終
成
果
が
出
ま
す
(
平
館
)。

技

師平

野

忠

他

O
天
然
採
苗
予
報
調
査

・
害
敵
生
物

防
除
試
験

・
養
殖
実
態
調
査

天
然
採
苗
凶
報
を
漁
業
者
に
迅
速
に

提
供
し
て
増
養
嫡
用
種
苗
の
安
定
確
保
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を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
天
敵
と
し
て

の
ヒ
ト
デ
対
策
、
付
着
生
物
と
し
て
の

イ
ガ
イ
対
策
を
検
討
す
る
試
験
や
春
秩

.
一
回
の
養
殖
実
態
調
室
、
お
よ
び
こ
の

結
果
を
踏
え
て
の
適
正
収
容
量
や
養
殖

管
理
に
対
す
る
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す

(
全
湾
)。

h

，f1
1

青
山
部
長
お
よ
び

幽
鴫
j

・

一

技

能

主

事

舗
や

t
五

十

嵐

照

明

他

O
種
菌
性
の
確
立
研
究

・
保
護
水
出

符
理
事
業

北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
日
城
の
一

泊
三
県
に
よ
る
バ
川
研
究
に
よ
っ
て
ホ

タ
テ
ガ
イ
の
絡
的
性
を
確
江
す
る
た
め

の
試
験
を
継
続
し
ま
す
(
久
栗
坂
)。

保
護
水
面
管
理
事
業
で
は
、
野
辺
地
、

川
内
の
当
該
海
域
を
中
心
に
全
湾
の
資

源
の
安
定
維
持
を
は
か
る
た
め
の
調
合

を
お
こ
な
い
ま
す
。

5 ~t:$同需主<l~~主同省喜岡需泊d主回qÇ;同信E同信言同d主同妥言同

外

海

町

一一
川
、

技

師

a
'
F唾
弘
和

仲

村

俊

毅

他

O
外
海
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
崩
開
発
調
査

.
十
八
型
摺
瀬
川
地
パ
イ
ロ
ッ
ト
引
業

日
本
海
、
律
軽
海
峡
、
大
平
洋
に
お

い
て
ホ
タ
テ
ガ
イ
つ
の
増
璃
漁
場
を
開
発

す
る
こ
と
を
回
的
に
し
て
い
ま
す
の

こ
の
た
め
供
泌
械
に
お
け
る
放
流
ホ

タ
デ

イ
の
移
耐
《
ノH
h
、
主

歩

号

、

生
長
な
ど
を
調
山
口
し
て
約
財
の
形
成
条

件
を
解
析
し
、
泌
域
別
の
漁
協
同
発
万

式
の
類
明
化
を
進
め
ま
す
(
階
上

・
J

一

畑山

・
白
糠

・
野
牛

・
抗
弁

・
一
-厩

・
中

力

・
岩
崎
)
。

-『
コ

ン

聞

に

一

こ

技

師

4e殴
む
1a、

三

戸

芳

典

他

O
津
軽
海
域
の
総
内
開
発
調
広
口

・
外

泌
養
殖
施
設
の
叫明
治
に
つ
い
て
の
検
討

H
本
海
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場

の
開
発
、
造
成
に
必
要
な
調
査
を
お
こ

な
っ
て
開
発
情
怨
を
策
定
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
日
本
海
に
お
け
る
天
然
採
苗

試
験
、
地
ま
き
用
絡
的
の
巾
削
育
成
試

験
、
放
流
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
温
跡
調
丘
結

裂
の
分
析
を
も
と
に
し
た
漁
場
の
評
価

研
究
な
ど
で
、
瓦
五
年
か
ら
=
?
年
計
画

で
進
行
中
で
す
(
山
川
附
1

小
山
)。

ま
た
、
外
山
叫
に
お
け
る
品
質
殖
で
問
題

に
な
る
耐
波
性
施
設
の
他
造
に
関
す
る

検
討
も
お
こ
な
い
ま
す
。

以
上
が
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
つ
い
て
の
五

六
年
度
の
試
験
研
究
計
阿
で
す
が
、
現

作
ホ
タ
テ
ガ
イ
嬬
議
泌
を
巡
る
情
勢
は

非
常
に
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
お
り
、

議
継
と
増
殖
(
地
ま
き
)
の
両
翼
を
備

え
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
を
出
来
る
だ
け

午
く
つ
く
り
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

(
ハ
)
以
心
に
つ
い
て
の
研
究
内
容
は

漁
山
崩
部
の
項
を
と
ら
ん
く
だ
さ

，'NV
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木

村

幸

敦

今
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
て
サ
ザ

エ
の
極
的
生
産
試
験
が
加
わ
り
、
次
の

卜

.
項
円
の
調
布
円
と
試
験
を
実
胞
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ワ
ビ
の
種
苗
量
崖
開
発
試
験
は
、

昭
和
瓦

μ
年
度
で
終
り
、
ア
ワ
ビ
の
種

的
作
ぃ
陀
は
、
い
よ
い
よ
今
作
皮
よ
り
、

断
ヒ
山
に
建
設
さ
れ
た
、
裁
は
川
漁
業
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す

一
、
ア
カ
ガ
イ
増
殖
試
験

ア
カ
ガ
イ
の
摺
殖
技
術
の
開
発
を
目

的
と
し
、
庁
什
種
養
殖
甲
府
材
を
凶
い

fm下

養
殖
試
験
を
行
な
い
、
ま
た

m和
五
凶

作
皮
よ
り
戸
崎
湾
で
行
な
っ
て
い
る
放

流
試
験
な
ど
も
継
続
実
施
す
る
。

(
担
当

川
村
技
能
技
師
)

二
、
人
工
採
苗
に
よ
る
ア
カ
ガ
イ
産
業

確
立
試
験

セ
ン
タ
ー
で
人
工
採
苗
し
た
稚
民
を
、

湾
内
の
漁
業
研
究
会
と
協
力
し
て
、
中

川
角
成
試
験
を
行
な
う。

昭
和
瓦
五
年
度
は
J

ミ
リ
稚
貝
で
約

二
O
万
個
の
生
産
を
上
げ
、
湾
内
二
ヶ

τt ，山、久夫員リ要茂

春

所
の
漁
業
研
究
会
お
よ
び
岩
手
県
に
稚

貝
を
配
布
し
中
川
育
成
試
験
巾
で
あ
る
。

(
担
当
宝
多
技
師
)

三
、
ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
管
理
事
業

ア
カ
ガ
イ
の
天
然
採
白
に
関
連
し
た

浮
僻
幼
生
調
査
、
付
着
稚
貝
調
査
を
実

施
し
、
は
日
以
資
源
の
維
持
と
、
そ
の
再

生
産
効
率
の
向
上
を
図
る
。

(
担
当
宝
多
技
師
)

四
、
ア
ワ
ビ
増
殖
試
験

県
内
の
ア
ワ
ビ
漁
業
の
実
態
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
ア
ワ
ビ
の
増
養
殖
、

巾
附
育
成
施
設
の
指
導
を
行
な
い
、
増

殖
均
策
を
追
求
す
る
。

(
担
当
須
川
技
師
)

五
、
ア
ワ
ビ
幼
稚
仔
保
育
場
造
成
事
業

十八
附
地
区
一
に
お
い
て
、
ア
ワ
ビ
の
幼

稚
行
保
育
財
造
成
に
係
る
調
査
を
実
施

す
る
。

(
担
当

小
田
切
技
師
)

六
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
増
殖
場
開
発
事
業

自
糠
地
区
に
お
い
て
、
ア
ワ
ビ
の
生

態
、
漁
場
環
境
、
海
底
地
形
な
ど
各
種

調
合
を
行
な
い
ア
ワ
ビ
増
殖
場
開
発
の

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
。

(
担
当
小
田
切
技
師
)

七
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
増
殖
試
験

二
沢
、
八
一ド
地
区
に
お
い
て
、
ホ
ッ

キ
ガ
イ
の
天
然
発
生
量
の
調
査
を
行
な

い
、
ま
た
移
殖
放
流
に
関
連
し
た
構
想

を
策
定
す
る
。

子

(
担
当

須
川
技
師
)
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八
、
サ
ザ
エ
増
殖
試
験

日
本
海
に
お
け
る
サ
ザ
エ
資
源
の
維

持
増
大
を
図
る
た
め
、
サ
ザ
エ
の
生
態

調
査
、
沿
い
場
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
題

殖
手
段
を
検
討
す
る
c

(
担
当
須
川
技
師
)

九
、
サ
ザ
エ
種
苗
生
産
試
験

貝
類
部
の
新
規
事
業
で
、
母
貝
の
成

熟
促
進
試
験
、
産
卵
誘
発
試
験
、
飼
育

試
験
な
ど
基
礎
研
究
を
行
な
い
人
工
採

苗
法
に
よ
り
種
苗
の
確
保
を
図
る
c

(
担
当
大
川
技
師
)

+
、
海
域
総
合
開
発
調
査

日
本
海
に
お
け
る
重
要
水
産
生
物
の

生
態
、
分
布
調
査
を
行
な
い
沿
岸
漁
場

開
発
の
手
法
を
検
討
し
、
事
業
構
想
を

策
定
す
る
。

青森県水産増殖センターだより第12号

(
担
当
須
川
技
師
)

十
一
、
組
織
的
調
査
研
究
活
動
推
進
事
業

尻
屋
地
区
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
地
先

に
お
い
て
磯
綬
生
物
(
コ
ン
ブ

・
ア
ワ

ビ

・
ウ
ニ
等
)
の
生
産
が
停
滞
し
て
い

る
原
因
を
追
求
す
る
と
共
に
漁
業
経
常

の
あ
り
方

・
振
興
の
方
向
な
ど
に
つ
い

て
も
考
察
す
る
。(

担
当

佐
藤
部
長
)

;毎

草

部

合
ヲ足長助
光

主
任
研
究
員

沢

田

正

今
度
、
三
木
文
興
海
草
部
長
が
四
月

一
日
付
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
後
任
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

向
分
若
輩
、
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
本
県
沿
岸

漁
業
の
た
め
に
努
刈
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
御
指
導
、
御
協

力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
=

な
お
三
木
文
興
氏
は
附
和
二
六
)
年
よ

り
本
県
に
於
て
海
藻
類
の
増
養
植
に
関

す
る
研
究
を
手
が
け
ら
れ
、
そ
の
功
績

は
大
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後

も
水
産
関
係
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
と

の
事
で
す
の
で
、
今
後
と
も
御
活
躍
を

祈
念
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
」
海
草
部
門
ぺ

。
し
く
な
ま
し 久

た
能
登
谷
さ
ん
は
、
北
大
の
植
物
学
講

陛
に
於
て
紅
藻
類
の
生
活
史
及
び
成
熟

条
件
、
無
節
サ
ン
ゴ
モ
の
分
類
及
び
発

生
、
ア
ワ
ビ
モ
等
に
つ
い
て
永
ら
く
研

究
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
的

研
究
は
当
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
応
用
研

究
に
充
分
反
映
出
米
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
昭
和
ぶ
六
年
度
に
於
け
る
海
草

部
の
仕
事
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
し
ま

す
と
、

一
、
大
規
模
増
殖
場
開
発
事
業
調
査

(
コ
ン
ブ

・
ウ
ニ
)

コ
ン
ブ

・
ワ
ニ
を
生
産
対
象
と
し
た

本
事
業
は
、
海
草
団
地
と
呼
ば
れ
て
お

り
今
別

・
石
持

・
大
聞
の
三
地
区
で
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
別
地

区
は
昭
和
五
五
年
度
で
完
了
、
石
持

・

大
山
地
区
は
本
年
度
で
完
吸
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
ご

こ
の
様
に
造
成
さ
れ
た
海
草
団
地
に

つ
い
て
今
後
有
効
利
用
方
法
、
維
持
管

理
ト
刀
法
等
に
つ
い
て
地
広
組
《
共
に
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

;荷J生
S写=ミ

(
足
助
部
長
他
)

二
、
大
規
模
増
殖
場
開
発
事
業
調
査

(
ア
ワ
ビ
)

風
間
浦
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
広

一
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
適
地
選
定
調
室

並
ぴ
に
造
成
漁
場
の
追
跡
調
聖
~

つ
予
定
で
す
。

(
沢
田
主
任
研
究
員
)

三
、
海
藻
類
増
養
試
験

付
、
コ
ン
ブ
養
殖
試
験

2
年
コ
ン
ブ
養
殖
に
於
け
る
種
苗
の

適
正
に
つ
い
て
、
時
期
別
に
天
然
採
苗

し
た
種
苗
を
養
成
し
、
そ
の
後
の
生
長
、

再
生
率
、
品
質
等
か
ら
検
討
を
行
な
う

予
定
で
す
乞

(
足
助
部
長
)

い
、
モ
ヅ
ク
養
殖
試
験

本
県
に
於
け
る
有
用
藻
類
の
一
つ
で

あ
る
モ
ヅ
ク
に
つ
い
て
、
養
殖
の
司
能

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
で
は
先
づ
県
内
の
モ

ヅ
ク
の
分
布
種
、
生
態
、
採
苗
方
法
等

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
予
定
で
す
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
)

四
、
ウ
ニ
増
殖
試
験

有
用
水
産
物
の
中
で
も
特
に
高
価
で

あ
る
ワ
ニ
(
本
県
で
は
キ
タ
ム
ラ
サ
キ

ワ
ニ
が
主
体
)
に
つ
い
て
、
生
態
、

空

ワ
ニ
の
実
態
を
把
握
す
る
と
共
に
、
キ

タ
ム
ラ
サ
キ
ワ

ニ
の
天
然
採
箇
の
可
能

性
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

(
沢
田
主
任
研
究
員
)

五
、
津
軽
海
域
総
合
開
発
調
査
事
業

木
県
日
本
海
沿
岸
を
対
象
に
進
め
ら

れ
て
い
る
本
調
査
事
業
の
中
で
、
磯
根

資
源
(
サ
ザ
エ
、
ワ
一一、
ア
ワ
ビ
等
)

の
繕
ベ

-
週
る
場
合
に
必
要
と
な
る
餌

判
糾
海
藻
の
泊
殖
に
つ
い
て
検
討
を
行
な

う
予
定
で
す
。(

能
登
谷
主
任
研
究
員
)

六
、
下
北
原
発
地
点
海
域
温
排
水
等
影

響
調
査

東
通
村
に
建
設
計
画
の
あ
る
原
子
力

発
電
所
の
温
排
水
等
の
影
響
を
把
窪
す

る
為
に
、
事
前
調
査
と
し
て
、
生
物
分

布
、
漁
業
実
態
等
を
調
査
す
る
。
本
年

度
で
は
、
海
藻
類
の
漁
業
実
態
を
主
俸

に
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
)

以
上
の
他
に
幼
稚
仔
保
育
場
造
成
事

業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
漁
場
に
つ
い
て

そ
の
後
の
状
況
を
把
握
し
、
有
効
利
用
、

事
業
効
果
等
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

一
ホ
タ
テ
採
苗
は

一

一

平

年

並

み

の

予

想

一

ほ

た

て

員

部

平

野

忠

一

一

今
年
は
水
温
が
平
年
並
み
に
経
過
一

一

し
た
た
め
、
母
員
の
産
卵
は
三
月
上
.

一
旬
i
四
月
上
旬
に
順
調
に
行
な
わ
れ

一

一
ま
し
た
。
ラ
l
パ
の
出
現
量
も
四
月

一

一
初
め
八
八
三
個
/
附
か
ら
四
月
下
旬
一

F

に
は
二
五
O
O
個
/
耐
と
増
加
し
ま

一

一
し
た
。
付
着
の
盛
期
は
五
月
上
1
中
一

一
旬
、

一
袋
当
り
の
付
着
量
は
二
i
三

一

一
万
個
以
上
と
思
わ
れ
ま
す
。
ヒ
ト
デ
一

一

の
付
着
も
例
年
並
み
と
恩
わ
れ
ま
す

.

一

の
で
、
採
取
時
期
に
は
注
意
し
て
下
一

一

さ
し

「

0

・‘・・
・!
・1
・
2

・・
・'・
1

・1
・1
・・
0
..
 、，.... 」
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技
能
技
師

福

田

'1質

本
年
度
の
魚
類
部
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の

早
川
主
任
研
究
員
が
水
族
館
の
建
設
業

務
で
転
任
(
公
営
企
業
居
)
し
、
代
っ

て
、
新
進
気
鋭
の
技
師
二
人
が
加
わ
り

総
勢
六
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

お
も
な
事
業
と
担
当
は
次
の
と
お
り
。

一
、
サ
ケ
稚
魚
海
中
飼
育
放
流
試
験

別
枠
研
究
と
し
て
実
砲
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
三
年
目
で
最
終
年
度
で

す
。
卯
は
毎
年
北
海
道
か
ら
三
百
万
粒

移
M
し
、
野
辺
ト
ら
ふ
化
場
を
借
り

受
け
て
ふ
化
飼
育
し
、
野
辺
地
と
茂
楠

で
海
中
飼
育
し
て
放
流
し
て
い
ま
す
。

標
識
放
流
は
、
五
五
年
放
流
ニ
O
万

尾
、
五
六
年
放
流
一ニ

O
万
尾
で
、
こ
れ

ら
の
回
帰
率
は
五
八
年

1
五
九
年
頃
に

ほ
X
判
明
し
ま
す
。

ま
た
、
茂
浦
の
海
中
飼
育
群
は
、
稚

魚
を
野
辺
地
か
ら
陸
上
輸
送
し
て
い
る

の
で
、
記
銘
の
切
断
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
が
、
野
辺
地
飼
育
群
は
野
辺
地
川
の

流
入
海
域
で
飼
育
し
て
い
る
の
で
、
ど

の
よ
う
な
回
帰
結
果
が
得
ら
れ
る
か
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

(
担
当
小
倉
技
師
他
)

二
、
マ
ダ
ラ
増
殖
試
験

む
つ
湾
に
来
遊
す
る
マ
ダ
一
フ
の
資
源

培
養
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
産
卵
親

魚
や
稚
魚
の
生
態
を
調
査
し
て
保
護
対

策
を
考
え
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
ふ

化
放
流
技
術
や
、
標
識
放
流
に
よ
る
回

併
移
動
の
把
鐙
な
ど
、
総
合
的
に
検
討

し
よ
う
と
五
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、
親
魚

の
来
遊
状
況
、
標
識
放
流
に
よ
る
高
い

再
捕
率
、
稚
魚
の
生
態
な
ど
種
々
の
資

料
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
人
工

ふ
化
放
流
技
術
の
検
討
を
重
点
に
進
め

る
計
画
で
す
。(

担
当

夫義宏、↑専作

中
西
技
師
他
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最
近
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
中
国
か
ら
水

産
技
術
研
修
員
が
来
て
お
り
ま
す
。

大
連
市
に
あ
る
水
産
養
殖
公
司
の
越

洪
恩
さ
ん
(
四
六
)
、
劉
玉
成
さ
ん

つ二

八
)
、
曹
振
福
さ
ん
(
三
五
)
、
そ
れ
に

遼
寧
省
海
洋
水
産
研
究
所
の
劉
永
峰
さ

ん
(
四
五
)
の
四
人
で
す
。

哲
ば
ル
留
ρ

5・!
4
h
J

.A

内

7d作一移

制

V
h
tゆ

こ
れ
等
の
四
人
の
方
々
は
、
彼
の
国

に
お
い
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ

・
ア
ワ
ビ

・

ワ
カ
メ
な
ど
の
増
養
殖
の
研
究
に
携
っ

て
い
る
一
流
の
技
術
者
で
す
が
、
更
に

日
本
の
進
ん
だ
技
術
を
学
び
た
い
と
一一一回

う
こ
と
で
、
日
中
青
年
研
修
協
会
(
会

長
岡
崎
嘉
平
太
氏
)
の
仲
だ
ち
で
当
所

へ
来
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。



『
陸
奥
湾
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ

漁
場
等
の
管
理
に
つ
い
て
』

出

|
山
本
護
太
郎
先
生
講
演
よ
り
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さ
る
三
月
六
日
、
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ

ガ
イ
養
殖
を
現
在
ま
で
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
、
現
東
海
大
学
教
授
の
山

本
護
太
郎
先
生
を
青
森
市
に
あ
る
水
産

会
館
に
お
招
き
し
て
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
関

係
者
約
一
二
O
人
を
前
に
、
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
谷
水
産
部
長

の
挨
拶
、
伊
藤
所
長
に
よ
る
先
生
の
御

紹
介
に
続
き
、
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

&
'
10
 

十

「
陸
奥
湾
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
養

殖
は
、
昭
和
五
O
年
夏
季
に
大
量
へ
い

死
が
あ
り
、
政
府
調
査
団
(
団
長
山
本
、

佐
藤
重
勝
東
北
水
研
所
長
、
菅
野
尚
同

増
殖
部
長
、
美
藤
香
苗
水
産
庁
管
理
官
)

が
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
見
解
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

『
密
殖
と
種
苗
管
理
の
不
適
正
が
ホ

タ
テ
ガ
イ
に
栄
養
失
調
ひ
い
て
は
生
理

障
害
を
ひ
き
起
こ
し
、
こ
れ
が
夏
季
高

水
温
に
よ
る
獲
死
の
ひ
き
金
に
な
っ
た
。

乙
れ
に
よ
り
、
密
殖
の
防
止
、
健
全
な

種
苗
の
育
成
、
養
殖
管
理
の
適
正
化
を

計
る
べ
き
で
あ
る
。』

野

こ
れ
に
よ
り
県
、
県
水
産
増
殖
セ
ン

タ
ー
、
漁
業
者
が
多
く
の
努
力
を
重
ね

た
結
果
、

昭
和
五
三
年
よ
り
よ
う
や
く

終
息
の
方
向
に
向
い
、
昭
和
五
五
年
一

一
月
現
在
で
は
、
最
も
幾
死
率
が
高
く

示
さ
れ
て
い
た
半
成
貝
に
つ
い
て
も
一
一

五
%
を
下
ま
わ
る
程
度
に
ま
で
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
全
増
養
殖
数

量
を
単
年
度
七
億
個
に
規
制
し
、
乙
れ

を
厳
重
に
守
り
、
さ
ら
に
健
苗
の
育
成
、

養
殖
管
理
の
適
正
化
に
努
め
た
結
果
と

し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
永
年
に
わ

た
る
摺
養
殖
の
結
果
、
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ

り
、
県
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

継
続
的
に
環
境
状
態
を
調
査
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と

『
過
去
二
一
O
年
ほ
ど

で
陸
奥
湾
の
底
質
が
大
き
く
菱
化
し
た

こ
と
を
示
す
よ
う
な
結
果
は
得
ら
れ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
底
質
の
各
要
因
は
安

定
し
た
状
態
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
湾
の
中
央
部
の

底
質
に
高
い

C
O
D
値
が
観
測
さ
れ
て

い
、
。
こ
れ
は
4
3
L
底
質
環
境
の
悪

ほ
た
て
員
部

平

申'じ，、

化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今

後
注
意
探
い
監
視
を
続
け
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。』
と
結
ん
で
い

る
。
ま
た
別
の
資
料
に
お
い
て
同
様
の

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
有

機
物
が
沈
澱
堆
積
す
る
過
程
に
お
い
て
、

底
層
に
貧
酸
素
水
興
を
つ
く
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
が
昭
和
五
三
年
夏

季
に
お
い
て
底
魚
に
若
干
の
獲
死
を
ひ

き
起
こ
し
た
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
お
な
じ
現
象
が
昭
和
五
五
年
初
秋

に
も
生
じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
従

っ
て
、
こ
れ
以
上
底
質
の
有
機
物
が
増

え
な
い
よ
う
、
単
年
度
七
億
個
の
制
限

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
昭
和
五
六
年
二
月
に
青
森
県
か

ら
出
さ
れ
た
『
ホ
タ
テ
ガ
イ
耳
吊
り
養

殖
調
査
結
果
』
な
ら
び
に
『
ホ
タ
テ
ガ

イ
耳
吊
り
養
殖
の
心
得
』
に
よ
る
と
、

近
年
垂
下
養
殖
の
な
か
に
占
め
る
耳
吊

り
養
殖
の
比
率
が
ま
す
ま
す
増
加
し
、

昭
和
五
五
年
産
貝
の
垂
下
養
殖
の
う
ち

三
O
%
が
耳
用
り
養
殖
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
養
殖
法
は
、
健
康
で
し
か
も
き
わ

め
て
大
き
く
成
長
し
た
種
苗
を
使
っ
て

行
な
う
な
ら
ば
、
た
し
か
に
そ
の
後
の

成
長
が
よ
く
、
成
功
を
納
め
る
ケ
l
ス

も
多
い
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み

る
と
耳
用
り
を
さ
れ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

貝
殻
表
面
に
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
そ
の
他

の
付
着
生
物
が
多
量
に
つ
き
、
貝
、
三

量
(
一
連
あ
た
り
)
一

0
・
八
回
に
対

し
、
付
着
生
物
が
平
均
二
四

・
五
は
と

な
っ
て
お
り
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
養
殖
し

て
い
る
の
か
、
付
着
生
物
を
養
殖
し
て

い
る
の
か
判
断
に
苦
し
む
現
実
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
丸
笥
養
殖
で
は
一
連
一

O
段

あ
た
り
の
全
ホ
タ
テ
ガ
イ
重
量
は
八

・

三
回
、
付
着
生
物
量
は
東
湾
で
は
二

・

三
回
、
西
湾
で
は
一
四

・
三
回
と
な
っ

て
お
り
、
平
均
値
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
重

量
は
耳
吊
り
よ
り
も
若
干
お
と
る
が
、

付
着
生
物
量
は
は
る
か
に
少
な
い
。
付

着
生
物
の
大
部
分
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
全

く
同
じ
餌
を
奪
い
あ
う
関
係
に
あ
る
の

で
(
図
参
照
)、
明
ら
か
に
耳
吊
り
法
は

将
来
に
大
き
い
危
険
を
は
ら
ん
で
お
り
、

本
来
の
姿
で
あ
る
篭
を
主
俸
に
し
た
養

殖
法
に
戻
す
必
要
が
あ
る
。

続
い
て
、
青
山
ホ
タ
テ
ガ
イ
部
長
に

よ
る
耳
吊
り
養
殖
に
つ
い
て
の
補
足
が

次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
五
三
年
産
貝
を
耳
用
り
し
た
人
は

二
O
O
人
で
あ

っ
た
の
が
、
五
回

・
五

五
年
産
員
は
そ
れ
ぞ
れ
五
O

O
人
・
一

O
O
O
人
と
増
加
し
て
い
る
が
、
個
数

の
割
に
生
産
が
あ
が
っ
て
い
な
い
。
耳

吊
り
養
殖
炉
}
行
な
う
た
め
に
は
、
次
の

三
つ
の
課
題
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

一
、

一
定
の
容
積
の
中
で
の
適
正
養
殖

量
は
戸
一
コ
ヲ
ー
で
も
篭
で
も
木
愛
で
あ
る
。

二
、
耳
用
り
は
へ
い
死
の
特
効
薬
で
は

な
い
の
で
、
良
い
種
苗
を
使
う
こ
と
。

三
、
成
長
が
良
い
と
い
う
耳
吊
り
の
特

長
を
充
分
生
か
し
て、

早
め
に
出
荷
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

次
に
質
疑
応
答
に
入
り
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
「
単

年
度
養
殖
数
量
七
億
個
と
い
う
総
量
は

将
来
ず
っ
と
妥
当
な
の
か
、
常
に
見
直

し
を
シ
よ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
え
」
と

い
う
建
設
的
な
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

最
後
に
植
村
漁
連
会
長
の
お
礼
の
一
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
有
意
義
な
一
時
を
終

わ
り
ま
し
た
。


